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第 14 回肝属地区茶業振興大会きもつきのお茶まつりｉｎ錦江町第 14 回肝属地区茶業振興大会きもつきのお茶まつりｉｎ錦江町
　11月 28日、錦江町文化センターで、肝属地区茶業振興会・錦江町
茶業振興会・錦江町主催による第 14回肝属地区茶業振興大会きもつき
のお茶まつりｉｎ錦江町が開催された。
　同会は肝属地区のクリーンなお茶づくりを基本とした「きもつき茶」の
銘柄確立を図るとともに、消費者へ広くＰＲを行い、お茶の消費拡大に

つなげることを目的に実施。
　当日は、鹿児島女子短期大学名誉
教授の福司山エツ子先生による『お
茶のあるところに “ 笑顔 ”あり』と題
した講演があり、また、お茶にちな
んだ催し物や出店ブースも設けられ、
多くの来場者で賑わった。
　次回は鹿屋市で開催される予定。

などなど、催し物盛りだくさん！多くの来場者で賑わいました！などなど、催し物盛りだくさん！多くの来場者で賑わいました！

★農畜産物の即売会★⽣産資材の展⽰販売★豚の丸焼き試⾷コーナー★幼稚園・保育園児によ
る遊戯★卵のつかみどりコーナー★焼餅販売★和太⿎演奏★歌謡ショー★焼⾁⼤会★餅つき⼤
会★抽選会

''

各地区で農業祭が盛り上がりました！各地区で農業祭が盛り上がりました！各地区で農業祭が盛り上がりました！各地区で農業祭が盛り上がりました！
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垂水産インゲンを紹介！

第３回鹿児島きもつき女性部
家の光大会

　ＪＡ本所のからいも神社前で、
11 月 23 日、平成 22 年度新嘗祭
を行い、関係者一同が出席し、今
年度の豊作と基幹作物である甘
しょ生産の発展及び地域農業の活
性化を祈願した。

　ＪＡ鹿児島きもつき東串良町園芸振興会女
性部は、11月19日から20日の２日間、福岡
市内の量販店で、かごしまブランドの「東串良
のピーマン」・「東串良のきゅうり」を使った試
食販売を行った。生産者自身による対面販売
により、より一層顔の見える安心・安全な農産
物ＰＲに努めた。また、消費地等の調査を兼
ねて、福岡大同青果との情報交換会も行った。
　買い物に
訪れた主婦
たちは足を
止め、「今夜
のおかずの
一品に」と
買い求めて
いた。

　11 月 30 日、生活活動のテキストであ
る「家の光三誌」の普及及び活用方法等
を学び、部員たちの知識向上のため、家
の光大会を行った。女性部員ら約 110 名
とＪＡ各支所長らが出席した。
　今後、ＪＡ女性部員や生産者部会等を
中心に、各支所
毎に普及定着運
動を実施してい
く。
　昼食には各地
区から郷土料理
を持ち寄り、バ
イキング形式で
試食会を行い、
部員間の交流を
深めた。

　全国でも有数のインゲン産地である垂水地区が
『ＫＫＢ農業王国』のテレビ取材を受けた。
　垂水地区でインゲンを栽培している瀬角純則
さんの畑で、収穫や栽培についてのインタビュー
や、妻・初美さんによる手軽にできるインゲン料
理の紹介があり、垂水産インゲンを広くＰＲした。
　垂水地区は生産者 150 名で、23㌶栽培。イ
ンゲンの出荷は露地から、ハウス・加温ハウス・
トンネル・露
地と６月上旬
まで続く。今
年の品質は
良好で、収
量増が見込
まれる。

　ＪＡ東串良支所で、肝付警察署の指導の
下、防犯訓練が行われた。訓練は、強盗に
扮した警察官が人質をとり、職員にお金を要
求。その後逃走し、職員らが通報するまでの
一連の流れを行った。迫力ある訓練に、支所
内は緊迫した雰囲気に包まれた。
　その後の講評で、『日頃から警戒心をもっ
て業務に励む事』『役割分担を決めて、反復
訓練を徹底すること』と話しがあり、職員の
適切な対応
が、お客様
の安否と早
期事件解決
につながると
あって、職員
らは熱心に
学んでいた。

からいも神社新嘗祭

東串良のピーマン・きゅうりを広めよう
園芸振興会女性部販促活動

『もしも』の時に備えた
防犯訓練
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＝おいしく売れる米づくりのために、タンパク質含有率は７％以下にしましょう＝

タンパク質が７．５％以下で米の食味は大きく違ってきます。

登熟期間のチッソの後効きが、タンパク質を上げる最大の要因です。

タンパク質７％以下で心白・乳白米の対策として
①植え付け時期の適正化
　４月上旬前後が植え付けの適期です。
②地力に応じた適正施肥を心掛けましょう。
　＜施肥基準＞１０アール当り
　○コシヒカリ　基肥チッソ3～ 4kg＋穂肥 0～ 1.5kg
　○イクヒカリ　基肥チッソ4～ 5kg＋穂肥1～ 1.5kg
　※ 尚、穂肥の過多、遅れはタンパクをあげるので厳禁
です。穂肥は葉色の濃い場合は必要ありません。又、
一発型肥料は砂質土や地力の低いほ場で使用しま
しょう。

③栽培密度の確保
　（１）収量は肥料よりも株数で取ろう。
　（２） 株間を狭くしましょう。栽植密度の目安⇒株当り

80株（株間は14～ 15ｃｍ）。遅れ穂が抑えられ、
くず米が減ります。

それでもまだ、
あなたの水田は

肥えていませんか！！
尿素・硫安の１俵は、Ｎ・Ｐ・Ｋ
の肥料成分が違います。深く耕
うんをすることでも肥料成分は
うすくなります

＝土づくりが重要なポイント＝

①深耕　　耕うんの深さ 15～ 20cm確保を目標に！
②堆きゅう肥（完熟堆肥）の施用
　10アール当り　500～ 1,000kg程度（土壌改良）
③土壌改良資材の施用（10アール当り）
　10アールあたり
　　●粒状ようりん …20～ 40kg
　　●ケイカル…100kg
　　●ケイ鉄…100kg
　　●あるいは　アイアンサポート…40～ 60（リン酸、鉄含む）

④透排水の改善など
　排水路の掘り下げや暗きょ排水の施行など。（減水深が大きすぎると肥料が流亡しやすくなる他）
※ 土壌診断に基づいての水田をよく熟知し対策することが重要です。水田にまだ稲株がある方は、
早めに耕うんしてください。（寒おこし）
※ 稲株を早く腐らしてやること。イネのために有機物をつくってやることです。レンゲ草は緑肥に
なります。（肥料を減らすことです）～普通作も同じです。

　転作田での野菜（カボチャ・
人参・ばれいしょ等）及び飼料
作物等による肥料が多く残って
いる状況です。何の肥料（数量）
を施用したかの確認をしてくださ
い。尚、野菜・飼料残渣について
は２月下旬までに、すきこみをお
願いします。土にはやくなじませ
ることがポイントです！！

※植え付け前の調査
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　平成 22 年は、肉用牛相場の回復を懇願しておりましたが、４月 20 日に発生した口蹄疫に
より畜産事業活動の中止及びせり市延期等によって子牛の商品性を維持することが難しくな
り、厳しい一年となりました。
　また、経営を取り巻く環境は、長引く経済不況により消費者の節約志向が益々強まり低価
格商品が台頭、高級牛肉の消費不振による枝肉相場の低迷、配合飼料等の生産資材価格の高
止まりにより厳しい状況となっております。
　肝属子牛の大きな課題は商品性にバラツキが大きいことです。中でも雌子牛の発育に課題
のある牛が多く見られます。
　商品性向上の一環として、①母牛更新の更なる強化、②母体の適正な栄養による受胎率・
泌乳力の向上、③子牛の哺乳期における餌付け飼料の給与による子牛の発育改善をすること
で、体高・腹容があってゆとりある子牛を育成してください。
　また、肝属の地元には育種価の高い種雄牛が多くおります。偏らないように、肝属肉用牛
改良指針に基づいた授精を実施し、肝属牛の銘柄確立に努めましょう。

平成 22年子牛セリ市成績表
（単位：頭・円）

月 12 月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月

総　頭　数 1,312 1,418 1,392 1,340 1,338 1,343 1,154 1,093 1,183 1,041 1,291 1,344 

め　
　

す

頭　数 579 610 638 627 619 583 505 469 521 470 560 604 

最高価格 790,000 721,000 759,000 896,000 756,000 561,000 620,000 665,000 597,000 641,000 880,000 819,000 

最低価格 41,000 50,000 48,000 54,000 147,000 103,000 68,000 85,000 86,000 80,000 151,000 29,000 

平均価格 278,758 288,692 290,688 288,437 308,931 281,017 267,566 304,412 274,760 265,706 313,096 310,421 

去　
　

勢

頭　数 732 807 754 713 719 760 649 624 662 569 731 740 

最高価格 643,000 683,000 664,000 711,000 672,000 598,000 563,000 552,000 531,000 560,000 645,000 633,000 

最低価格 28,000 42,000 17,000 52,000 27,000 80,000 84,000 78,000 48,000 59,000 32,000 30,000 

平均価格 390,822 362,271 374,009 380,285 390,828 366,699 334,224 371,869 350,841 349,650 378,982 387,397 

総　平　均 341,527 330,786 335,820 337,308 352,939 329,504 305,224 342,923 317,335 312,280 350,403 352,804 

平均体重  雌 251 259 258 260 261 315 300 282 270 256 258 255 

　〃　去勢 285 295 291 291 295 360 344 322 308 288 291 290 

総平均体重 270 280 276 277 279 341 325 305 291 273 277 274 

450450
400400
350350
300300
250250
200200
150150
100100
5050
00

450,000450,000

400,000400,000

350,000350,000

300,000300,000

250,000250,000

200,000200,000

1 月　　　2月　　　3月　　　4月　　　5月　　　6月　　　7月　　　8月　　　9月　　　10月　　　11 月1 月　　　2月　　　3月　　　4月　　　5月　　　6月　　　7月　　　8月　　　9月　　　10月　　　11 月

　12 月　12 月　　　　1月1月　　　　　　2月2月　　　　3月3月　　　　　　4月4月　　　　5月5月　　　　　　6月6月　　　　7月7月　　　　　　8月8月　　　　9月9月　　　　　　10月10 月　　　　11 月11 月

平成 22年種雄牛別頭数動向

子牛せり市　動向

頭数頭数

価格価格
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〈解き方〉
普通のクロスワードの要領で全部を解
いてください。次にＡ̶Ｄの二重ワク
の文字を順に並べると、一つの言葉が
できます。それが答えです。

〈応募方法〉
　官製ハガキに、①解答　②住所・
氏名・年齢・電話番号　③ JA への
意見・要望・質問など何でも結構で
すので、一言お書き添え下さい。
宛先は、

締切は１月 31日消印有効
正解者の中から抽選により、10 名
の方に粗品をお送りします。
当選者の発表は、３月号の紙面にて
発表します。

① 

長
寿
で
め
で
た
い
と
さ
れ
る
動
物

③ 

漆
を
塗
っ
て
あ
り
ま
す　

塗
り
物

と
も
い
い
ま
す

⑤ 

大
学
受
験
の
た
め
入
学
―
を
提
出

し
た

⑦ 

よ
く
伸
び
て
弾
力
性
が
あ
り
ま
す

⑨ 

堂
々
と
し
た
立
派
な
姿

⑪ 

七
福
神
の
一
人　

よ
ろ
い
を
着
け

た
姿
で
す

⑫ 

高
い
山
に
登
る
と
薄
く
な
っ
て
き

ま
す

⑬ 

帰
り
道

⑮ 

本
に
と
っ
て
は
顔
か
な
？

⑰ 

生
命
―　

健
康
―　

損
害
―

⑱ 

神
様
が
結
ん
で
く
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す

3

2

1

4

9 12

D

B

6

13

14

11

①お供えもちを割って食べる行事

② 剣道で着ける防具の一つ

③使ってなくなってしまう品物

④ 俳句に詠み込んで、季節感を表現し

ます

⑥スポットライトが当たる存在

⑧ 機械では計測できても、人には感じ

られない程度の揺れです

⑩ 今度引っ越す―は、すぐ近くにあり

ます

⑭交通機関は使わずに―で来ました

⑯ 見上げる方向

A

7

8

16

17

18

11 月号・・・チトセアメ

新地ひとみ・・・鹿　屋　吉永美保子・・・串　良

大坪　トミ・・・串　良　浜久保葉子・・・東串良

竹之下和江・・・肝　付　前原ひさよ・・・南大隅

下園さよ子・・・南大隅　牧野　利巳・・・南大隅

岩留　礼子・・・錦　江　中迫　康子・・・錦　江

● 

今
年
は
家
の
光
12
月
号
を
妻
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
少
し
目
先
の
変
化

に
飛
ん
だ
正
月
料
理
を
作
っ
て
も

ら
お
う
か
な
〜
。
毎
年
自
己
流
お

せ
ち
だ
か
ら
、
た
ま
に
は
変
化
を
♪

（
串　

良
・
68
歳
）

● 

先
日
、
貴
重
な
辺
塚
だ
い
だ
い

ジ
ュ
ー
ス
を
い
た
だ
き
、
市
内
に

住
む
高
校
生
の
娘
に
送
っ
て
あ
げ

ま
し
た
。
す
る
と
、
友
達
に
あ
げ

た
ら
「
最
高
！
神
技
だ
！
」
と
絶

賛
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

（
東
串
良
・
44
歳
）

● 

年
金
友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

に
参
加
参
加
さ
せ
て
頂
き
楽
し
い

一
日
が
過
ご
せ
ま
し
た
。
来
年
も

是
非
参
加
し
た
い
で
す
。

（
肝　

付
・
66
歳
）

● 

農
協
で
年
金
を
受
け
取
り
始
め
ま

し
た
。
忙
し
い
時
は
家
ま
で
来
て

頂
け
て
、
大
変
有
り
難
く
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
頼
み
ま
す
。

（
東
串
良
・
68
歳
）

● 

農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
で
同
級
生
の

内
倉
君
が
最
優
秀
賞
受
賞
の
記
事
に

嬉
し
い
で
し
た
。 （

肝　

付
・
17
歳
）

● 

人
間
ド
ッ
グ
の
検
診
も
21
回
受
け
ま

し
た
。
今
で
は
安
心
し
て
農
作
業
に

精
を
出
し
て
い
ま
す
。

（
南
大
隅
・
83
歳
）

● 

環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
協
議
加
入
に
は
断
固
反
対
で

す
！
農
業
県
（
町
）
を
み
ん
な
で
守

り
ま
し
ょ
う
！

（
南
大
隅
・
65
歳
）

5

10

15

C
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　11 月 26 日に第９回理事会が開催され、以下の議案について協議が
行われました。

一、組合と役員の利益相反に係る融資について
二、平成 22年度下期債権回収対策について
三、信用事業方法書の一部変更について
四、農業委員会委員の推薦について
五、その他

ＡＡ

ＢＢ

エコカー対象車もしくは自動車共済ご契
約車2.0％、それ以外の自動車2.3％

公共料金（３種目以上）引落のご契約有り2.0％、
それ以外2.2％

女性部大根占支部特製

材料（15 個～ 16 個分）

からいも・・ 大８から１０個（太めの千切り）

ニラ・・・・・・・・・・・・・・・・・ １束

人参・・・・・・・・・・・・・・・・ 大２本

ごぼう・・・・・・・・・・・・・・・・ １本

しょうが・・・・・・・・ お好みで（千切り）

小麦粉・・・・・・・・・・・・・・・ １ｋｇ

豆腐・・・・・・・・・・・・・・・・・ １丁

卵・・・・・・・・・・・・・・・ ８～１０個

砂糖・・・・・・・・・・・・・・・ ８００ｇ

塩・・・・・・・・・・ 適量（さかずき１杯）

作り方

❶  Ａの野菜を混ぜる。

❷Ｂの調味料を❶に加え混ぜる。
❸  ❷を油で弱火→中火にして揚げる。きつね色になったら取り上げる。 がね天

がね天がね天がね天がね天
大根占支部
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JA 鹿児島きもつき女性部JA鹿児島きもつき女性部

　助け合い組織「いきいき部会」は、発足して
今年で10年目を迎えることができました。
　昨年も、高齢者の皆さまに楽しんでいただける
よう、様々な活動をして参りました。
　今年も引き続き、いつも笑顔があふれる “ 生
きがいづくり”の場として、取り組みを行なって
いきますので、皆さま是非ご参加ください。お待
ちしております！

おじゃんせへ『おじゃったもんせ～！！』おじゃんせへ『おじゃったもんせ～！！』

　私たちは、健全な食と農を次代に引き継ぐため、Ｊ
Ａに結集して活動する組織です。昨年は各支部の活動
だけでなく女性大学講座の開講やＪＡあぐりスクール
への積極的な参加など、いろいろな活動に取り組んで
まいりました。
　今年も、多くの魅力ある活動を展開しＪＡ内外に「見
える活動」として情報発信していきますので、興味のあ
る方は是非ご参加ください。

新年あけましておめでとうございます！新年あけましておめでとうございます！新年あけましておめでとうございます！

全　体全　体 鹿屋支部鹿屋支部 串良支部串良支部 東串良支部東串良支部

大根占支部大根占支部

佐多支部佐多支部

高山支部高山支部 内之浦支部内之浦支部 根占支部根占支部

田代支部田代支部

協力会員協力会員 鹿屋地区合同鹿屋地区合同

浜田地区浜田地区 古江地区古江地区 古里地区古里地区 祓川地区祓川地区

重田地区重田地区 谷田地区谷田地区 田代地区田代地区 大浦地区大浦地区
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2011年　　　2011年　　　2011年2011年のの抱負抱負

【生産牛農家】

【生産牛農家】

瀬戸口  利哉さん

中原  廣人さん

宮城  浩幸さん

薬師  武光さん

昭和 38 年９月 23 日生

昭和 50 年９月 10 日生

昭和 38 年 10 月 17 日生

昭和 14 年４月８日生

中園  哲郎さん 谷山  初男さん
昭和 14 年５月 28 日生 昭和 26 年７月１日生

【栽培品目】【栽培品目】

・インゲン

【栽培品目】【栽培品目】

・甘しょ
・ブロッコリー
・大根

【栽培品目】【栽培品目】

・きゅうり
【肥育牛農家】【肥育牛農家】

　昨年、価格低迷で厳しい状
況でした。
　 今年は、コストを抑え
　 ながら、安定した良い
 牛の提供に力を入れたい。
そして、両親と妻の４人で仲
良く協力し合いながら頑張り
ます。

　昨年は天候不良で甘しょの
収量が減ったことが残念でし
た。 今年も忙しい年となりそう
ですが、 甘しょ・ブロッコリー・
大根を中心とした営農体系に
取り組みたいと思います。 また、
妻と息子夫婦と力を合わせ
  て頑張ります。

　時間ができた時は愛車のハー

レーに乗るのが楽しみです。 身体が

あっての仕事だから、 ケガをしないよ

うに、 健康に気をつけて頑張ります。

また、昨年は日照不足と着果不良で

出来が悪かったので、 今年こそは消

費者に喜ばれるものを作りたいです。

　夫婦で毎日作業してい

ます。自分のペースで、

無理をせず、頑張ります。

　今年も、夫婦で仲良く、

健康に気をつけてやって

いきたいです。

　ＴＰＰ断固反対の谷山です！削蹄師を
しています。 現在は 50 頭の牛を飼育し  
 ています。 仕事をしながら、愛犬チビ
  と遊んだり、 ゴルフも好きですがな
かなか行けないですね～。
　今年は、肉質の良い、上物率向上に
頑張ります。
　ゴルフもできたらいいですね （笑）

　酪農から和牛繁殖経
営に転換しましたが、 子
牛価格が安く厳しい年で
した。
　ＴＰＰ参加表明に心配
しながらも、 経営改善に
努めていきます。
　市場で見かけたら声を
かけてください。 今後とも
ご指導よろしくお願いしま
す。
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【生産牛農家】

【生産牛農家】

北薗  久代さん 元丸  敏朗さん

笑喜  勝弘さん大迫  辰巳さん

川原  悠輔さん

昭和 38 年１月２日生 昭和 26 年 12 月 18 日生

昭和 26 年６月 11 日生昭和 26 年７月２日生

昭和 62 年６月 21 日生

今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す

【栽培品目】【栽培品目】

・デコポン・デコポン
・ハウスみかん・ハウスみかん
・ハウスインゲン・ハウスインゲン
・露地温州みかん・露地温州みかん

【栽培品目】【栽培品目】

・たばこ
・干し大根
・米

【栽培品目】【栽培品目】

・たんかん
・辺塚だいだい
・ぽんかん

　妻、息子と一緒に農業に携っ

てます。汗を流しながら仕事をし

た後の晩酌がたまらなく美味し

い。昨年は天候不良のせいで出

来が悪かったので、今年は収量

アップを！あとは、みんなが健康

で、元気にやっていきたいです。

　なかなか時間はとれないです
が、年３～４回、友人達とバイク
でツーリングに出掛けるのが楽し
みです。口蹄疫の問題はとても心
配しました。今後も疾病予防・消
毒の徹底に気をつけます。牛の価 
  格が上がるように、今年も息
    子と二人で頑張ります！

　４月から専業農家になりました。 以
前から果樹栽培をしていましたが、 専
業となり、 時間に余裕ができた分、
手間をかけながら管理作業ができ
　ます。 今年は、 内之浦地区の
　特産品でもある辺塚だいだいの
面積拡大を行いたいと思っております。
もっと単価が上がるといいですね～。

　時間のあるときは、友人
達と集まってお茶会をする
のが楽しみです。
　身体が基本ですから、健
康に気をつけながら、収量
アップ・収入アップに頑張
りたいです。

　父・母・兄の家族で営んでい

ます。趣味はフットサル。週２

  回クラブチームで活動するこ 

 とと、子牛セリで価格が決ま

る時が楽しいです。若いパワー

で大隅地域の農業を引っ張って

いけるようになりたいです！
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漬けもの名人が教えるおいしい浅漬け
針塚藤重　著

定価 1,260 円（税込）

　とっておきのワザを使った「本物の
おいしい浅漬け」の作り方。白菜、大
根、きゅうりなど31種類の野菜を使っ
た浅漬け・麹漬けを紹介。減塩、無添
加で野菜のうまみがたっぷりのおいし
い浅漬けを、毎日の食卓に。

　新年明けましておめでとうございます。
今月の表紙は、平成 23年の干支『うさぎ』です。
　今年も、様々な情報を掲載し、皆様に愛され、
楽しみながら見ていただける広報誌を目指し
て頑張ってまいります！皆様にとって、よい
年になりますよう心よりお祈り申し上げます。
　今後とも、どうぞよろしくお願い申し上げ
ます。

第第

2929
回回
鹿児島県ＪＡ統一鹿児島県ＪＡ統一

自動車大展示会自動車大展示会
ずらりと並んだ圧巻のずらりと並んだ圧巻の800800台！！台！！

人気のメーカーが大集結！人気のメーカーが大集結！
豊富な車種がずらりと８００台！豊富な車種がずらりと８００台！

同一会場で乗って、比べて、選べる同一会場で乗って、比べて、選べる

ＪＡグループならではの大イベントです。ＪＡグループならではの大イベントです。

2011年2011年２月２月４４日（金）日（金）５５日（土）日（土）６６日（日）日（日）
来て！見て！乗って！！体感できる３日間！！来て！見て！乗って！！体感できる３日間！！

ＪＲ鹿児島駅横特設会場ＪＲ鹿児島駅横特設会場
鹿児島市浜町鹿児島市浜町
（鹿児島駅横・桜島フェリーターミナル近く）（鹿児島駅横・桜島フェリーターミナル近く）

鹿児島県下ＪＡ鹿児島県下ＪＡ
ＪＡ鹿児島県経済連ＪＡ鹿児島県経済連

ＪＡ鹿児島県中央会ＪＡ鹿児島県中央会
ＪＡ鹿児島県信連ＪＡ鹿児島県信連
ＪＡ鹿児島県厚生連ＪＡ鹿児島県厚生連
ＪＡ共済連鹿児島ＪＡ共済連鹿児島

会場でお車をご成約されますと、もれなく安心・安全の

黒牛・黒豚セット進呈！黒牛・黒豚セット進呈！

協　賛協　賛主　催主　催会　場会　場

平成平成2323年年

１月28日（金）
２月１日（火）
２月３日（木）

（鹿屋・大姶良・東部・垂水）支所（鹿屋・大姶良・東部・垂水）支所

（東串良・串良・高山・内之浦）支所（東串良・串良・高山・内之浦）支所

（根占・大根占・佐多・田代）支所（根占・大根占・佐多・田代）支所

２日間２日間
組合員の皆様へ組合員の皆様へ

お問い合わせ・お申し込みは最寄のJA窓口又はお問い合わせ・お申し込みは最寄のJA窓口又は

（株）農協観光代理業（株）農協観光代理業
　　　　きもつき旅行センターきもつき旅行センター
（TEL0994-41-5588）（TEL0994-41-5588）

〒 893-0016　鹿屋市白崎町 17-2〒 893-0016　鹿屋市白崎町 17-2
　　鹿児島県知事登録旅行業者代理業弟 32 号鹿児島県知事登録旅行業者代理業弟 32 号
　　国内旅行業務取扱管理者／新村友裕国内旅行業務取扱管理者／新村友裕

旅行実施日旅行実施日

●食事／朝食１回・昼食２回・夕食１回（夕食宴会で飲み物付）
●利用予定ホテル：国際観光ホテル旗松亭／（和室１室４～５名利用）
●募集人員／ 400 名（最少催行人員 300 名）
●添乗員／同行します。

無料駐車場完備




